
秋空のもと10月23日(日曜日)に主催事業「秋のサイク
リング」が開催され，８グループ27人が参加しました。
午前中，吹上浜が見渡せる場所を目指す往復7kmの

コースと，自然の家周辺の森を走る2つのコースに分かれて
サイクリングを楽しみました。
午後は，サイクリングをしながら，各ポイントでクイズに答

えたり，アクティビティに挑戦したりする新プログラム「サイク
リングアドベンチャー」を行い，親子で協力しながら活動する
姿も見られました。
活動を終えた参加者からは，「自然を感じながらサイクリ

ングを楽しむことができました。」，「いろいろなアクティビティ
があって，親子で協力して楽しめました。」等の感想が聞か
れました。

期日 事業名 対象・募集定員

12月10日（土） なんさつの星空観望会 冬
100人程度（中学生以下は保護者同伴）
※募集を締め切りました。

12月17日（土）
鹿南少わくわくホリデー２
クリスマスリースを作ろう

10家族 30人程度

12月17日（土）
鹿南少わくわくホリデー３
お正月飾りを作ろう

10家族 30人程度
※募集を締め切りました。

1月21日（土）
～1月22日（日）

寒さを楽しむ ウインターキャンプ 小学５年生～中学生 30人程度
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今年度も小学校１・２年生の３０人を対象とした１泊2日の主催事業「なんさつど
きどき探検隊」が無事に終了しました。この事業は，平成24年度新規事業としてス
タートし，現在まで継続している大人気の事業です。その当時，24人募集していた
人数が30人に増えていることや今年度の募集開始当日は，わずか10数分で募集
定員に達したことからも人気の高さが伺えます。あわせて，保護者や参加する子ど
もたちが，この事業のねらいや活動内容を期待していると同時に当所に求められ
ている役割を実感させられました。
ただ，参加予定の子どもが体調を崩してしまい，参加を断念する家庭もあり，そ

の決断には，子ども同様保護者も長い時間悩んだという話も聞いております。その
背景には，親に参加をせがむ子どもの思いに応えたいという親のまっすぐな思いが
あるからだと思います。きっと，不参加を決断した保護者もつらかったことと思いま
す。
今回参加した26人は，「人の話を聞く。」「自分のことは自分でする。」「友達と

助け合う。」の３つの目標を意識しながら，活動に取り組みました。そして，心も体も
たくましく成長した子どもたちは，「家族への感謝の気持ち」も同時に学ぶことがで
きたと思います。
今後も鹿児島の未来を担っていく子どもたちの力を育むことを念頭に置き，南薩
の豊かな自然環境のもと，他者とのコミュニケーションや様々な体験活動を通して，
集団行動の基本を学び身につけさせるとともに，青少年社会教育施設の責任を果
たして参ります。

〈問い合わせ先〉 県立南薩少年自然の家
〒899-3404 南さつま市金峰町高橋3252

（電話）0993-77-2500 （FAX）0993-77-1929
（ホームページ）http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/nansatsu/

「ペガちゃん」
（南薩少年自然の家マスコット）

10月16日(日曜日)に「大人の一日遠足」を
開催し，20人が参加しました。
たっぷりとカヌーに乗っていただいた後で，

ホットサンド作りにチャレンジ，おなかも心もいっ
ぱいになったようでした。食後には，焚き火を囲
んで，まったりと談笑タイムになりました。参加者
同士の交流も生まれ，とても楽しい雰囲気に包
まれました。午後からは，桜フォーク作りを行い，
とても充実した秋の一日となりました。

9月10日（土曜日）の夜に「なんさつの星空観
望会中秋の名月を見よう」を実施しました。
11家族39人が参加し，飯ごうで月見団子を

作って食べた後，地元万世中学校吹奏楽部の演
奏を堪能し，本や紙芝居の読み聞かせで天体へ
思い馳せた後で，月や土星，木星の観望を行いま
した。
「土星や月をこんなにきれいに見たのは初めてで
感動した。」という参加者の声もいただきました。

素敵な演奏で秋の夜にうっとりした！

カヌーに乗って自然を身近に感じリフレッシュ！

※ 詳細につきましては，南薩少年自然の家ホームページ等でご確認ください。
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ホームページは
こちらから→

なんさつの星空観望会

鹿児島の未来を担う青少年の育成を目指して


